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１．研究目的 
本研究の目的は、原子分子・原子核分野における量子少数多体系の第一原理シミュレ

ーションを、10 体系規模まで拡張する計算手法の確立である。現状、スーパーコンピ

ュータによる精密計算は 5 体程度が限界だが、本課題では量子アニーリング機と

Miyabi-C を連携させた量子・古典ハイブリッド計算を 3 体問題を例に実施すること

である。 
２．研究成果の内容 

Miyabi-C から、カナダの量子アニーリングマシンとの連携コードを作成し、D-
wave+Miyabi の量子・スパコンのハイブリッド計算の実施可能性の検証を行う。 

３．学際共同利用プログラムが果たした役割と意義 
学際共同利用プログラムにより、少数多体計算で量子・スパコンのハイブリッド計算

の実施に成功した。下記の図は、4He 原子の３体系の基底関数の採用に D-wave・
miyabi 連携で量子機械学習を適用した時のエネルギーをプロット（赤線）している。

従来よりも、99.7%のメモリ削減に成功した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．今後の展望 
MCRP2026 で、粒子数を増やして、4 体系や５体系への適用を行う。 
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